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１ 本年度の重点目標

２ 自己評価結果に対する学校関係者評価
A 達成している B おおよそ達成している C あまり達成していない D 達成していない
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３ 次年度の課題と改善方策
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　教育長　殿

令和６年３月１５日

宮城県本吉響高等学校
佐藤　正敏

○基礎学力の向上と家庭学習の習慣化　～自ら学ぶ姿勢の育成を目指して～
○規範意識の涵養と思いやる心の育成　～凡事徹底の意識向上を目指して～
○進路実現に向けた主体的行動の促進　～第一志望進路決定１００％を目指して～
○自然や人との共生　～心豊かな人間の育成を目指して～

令和５年度学校評価報告書
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自己評価 学校関係者評価

自己評
価結果
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自己評
価の適
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改善策
の適切
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学
習
指
導

研究授業や学び合いをとおし
た授業力向上について

Ｂ

生徒の理解度には年次進行と共に低下傾向が認め
られる。学習意欲・理解度の向上のためＩＣＴの
有効活用など授業研究の機会を設け授業力の向上
につなげる。

Ｂ Ａ

個に応じた学習指導 Ａ

年次を中心にした定期考査前の個別学習指導に加
え、考査後に再指導の機会を設けることで一定の
効果をあげた。次年度は継続的なフォロー体制の
構築を図る。

Ａ Ａ

学校関係者評価委
員会における意見

○個に応じた指導体制は高く評価できる。ＩＣＴ研修などを通してさらなる授業力向上を期待する。
○総合学科の特色を生かし生徒の実態に応じた新たな学校設定科目等についても検討いただきたい。

生
徒
指
導

生徒が安全・安心に過ごせる
学校づくりについて

Ｂ

生徒保護者とも生徒指導全般への評価は昨年度を
上回った。災害、防犯、交通安全など非常時への
対応力を高めるため引き続き防災や安全教育を徹
底する。

Ａ Ｂ

いじめ防止対策の周知につい
て

Ａ

生徒・保護者の肯定的評価は昨年度比８ポイント
上昇した。講話やＬＨＲの話し合いを通して自
己・他者理解を図るなど多くの場面をとらえ未然
防止にあたる。

Ａ Ａ

学校関係者評価委
員会における意見

○生徒の挨拶をする姿に日頃の生徒指導の成果が現れている。今後も良い習慣づけの継続を望む。
○地域と連携した訓練なども検討しながら、引き続き安全安心な学校環境づくりを推進して欲しい。

進
路
指
導

進路実現への意欲向上支援に
ついて

Ａ

きめ細かな進路相談と地学地就コーディネーター
との連携により進路達成率は高い水準を保ってい
る。今後も生徒の自己理解を深める指導を工夫し
ていきたい。

Ａ Ａ

「産業社会と人間」や「総合
的な探究の時間」の活用につ
いて

Ｂ

「産業社会と人間」での外部講師の活用について
より有効性を考慮していく。「総合的な探究の時
間」における指導力向上の研修会機会を充実させ
たい。

Ａ Ｂ

学校関係者評価委
員会における意見

○生徒の進路実現に向けた適切な指導が行われている様子が今年度の進路実績にも現れており、今後
も個に応じた進路指導の継続を期待する。
○将来地域を支える人材づくりの視点を大切にして欲しい。

地
域
連
携

学校情報の積極的な発信につ
いて

Ｂ

学校ＨＰに関してトップページを一新するなどリ
ニューアルを行った。多くの職員が随時情報発信
を行う体制が定着しており引き続き活発な更新に
努める。

Ａ Ａ

特色ある学校づくりについて Ｂ

特色ある学校づくりについて、生徒・保護者とも
に学校評価の肯定的評価は上昇した。次年度も引
き続き専門教科を中心に地域連携の機会を拡充さ
せていく。

Ｂ Ａ

学校関係者評価委
員会における意見

○学校公開の機会を増やすなど、さらなる地域連携について推進していくことを期待する。
○苗販売をはじめ地域に定着した活動について高く評価する。特色ある学校づくりを深化する挑戦を
継続していって欲しい。

特別活動の活性化 学校行事や生徒会活動等について、生徒の意見を反映しながら活性化を図る。

次年度の課題 改善方策

ＩＣＴを活用した授業づくり 「ロイロノート」の有効活用や授業配信等を視野に入れた研修機会の充実を図る。

個に応じた進路希望の達成 生徒の自己理解を深めながら総合学科の特徴を生かした進路指導体制を整備する。


